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２種類の農薬散布用マスクの違いが体温調節反応に及ぼす影響
○林　千穂＊　　　　登倉尋賞**

（＊長野県短大、＊＊奈良女子大）

《目的》農薬散布時には、口や鼻からの農薬の吸入や侵入を防ぐ上で、防除用マスクの着用

は必要不可欠である。しかし、着用時の不快感から、マスクの着用は散布者から敬遠されてい

る。 最近、排気弁付きマス クが開発され、その利用者が増えてい ることから、本研究

では、排気弁付きマスクと普通の防除用マスクについて比較検討した。

《方法》被験者は健康な女子学生５名。 実験は気温2  8 ℃、相対湿度６０％の人工気候

室で、普通のマスク（3M.    8 7  10 ）を着用した場合（A） と排気弁付きマス ク（３

M.     8 8  12 ）を着用した場合 （B）について行った。両者に共通の衣服として、防

除衣上下（ゴアテックス製）とその下に、半袖丸首シャツ （綿１００％）および 半ズ

ボン下（綿１００％）を着用した。また足 部には運動靴を着用した。実験はマスク以

外の衣服を全て着衣し、椅座安静後、いずれかのマスクを着用し、1  5 分間の踏み台

昇降運動を行った後、５分間の安静をはさみ、これを３回繰り返した。測定項 目は直

腸温、鼓膜温、心拍数、皮膚温（前額・頬・胸・上腕・大腿・下腿）、マスク内温湿度

お よび着用感（温冷感・快適感）の主観申告である。

《結果》直腸温は、B の方がA より上昇が抑制され有意差が認 められた。マスク内の頬の

皮膚温やマスク内の温度及び絶対湿度はB の方がA より低い 値を示し、マスク内温度に

おいて両マスク間に有意差 が認められた。 しかし、温冷感や快適感 につい てはA,  B

間に差はみられず、農薬散布用マスクについ での今後の改善の必要性が求められる。

2Jp-9 密閉型衣服の温熱制御に関する基礎的研究

○村山 雅己＊、中橋 美智子

(＊船舶蟻装品研究所)

【目的】

船舶における消防用個人装具は油火災を対象としており、頭部も含み体全体を覆う密閉型の耐熱

服となっている。しかしながら、暑熱下における火災など気温が高い場合には、炎の幅射は遮る耐

熱服であっても、密閉された換気ができない衣服のため人体の蓄熱が増大し、消火活動時間が非常

に短くなることが報告されている。また、暑熱環境において溶接や塗装作業など有害物質から体を

守るために全身を透湿性のない衣服で覆って作業をする場合においても、作業量が多い場合には、

放熱がうまくいかず蓄熱が増大し大きな熱負担を受けることになる。

本研究では、暑熱環境において衣服内気候が外部環境と遮断されている密閉型衣服または透湿性

のない合羽衣服等を着用した場合において衣服内温度制御に関する基礎的な資料を得ることを目的

とする。

【方法】

衣服の保温性を測定する熱物性測定装置を使用し、消防用衣服地と模擬皮膚間に空気層を設け、

空気を循環させる( 換気) ことによる冷却効果等を測定し、人体熱平衡方程式等により基本作業に

必要となる衣服内換気量等を検討した。

【結果】

作業量が非常に大きい場合には、代謝量が大きくなり、外部と同温度の空気による衣服内換気の

みでは処理しきれないことがわかった。
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